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資料１ 



正常流量の設定方法 項目別必要流量の検討

動植物の生息地又は生育地の状況

必要流量の大きな魚

代表魚種の選定

瀬に産卵・生息する
魚及び回遊魚

評価基準の設定

ウグイ

サクラマス

河川における動植物の生息・生育のための河川に確保すべき水理
条件（水深・流速等）を満足し得る流量として期別に算出する

必要水理条件

代表的な瀬において
必要流量を検討

アユ

産卵場
の水深

産卵場
の流速

移動時
の水深

成魚の
大きさ

成魚の
体高

(cm) (cm/s) (cm) (cm) (cm)

アユ 30 60 15 30 5.5

サクラマス 30 20 30 60 13.9

ウグイ 30 30 15 30 6

種類

平均水深30cmのときの流量：Qｈ

平均水深
30cm

アユの産卵に必要な流量
＝ QｈとQｖのうち大きな値

平均流速60cm/sのときの流量：Qｖ

平均流速
60cm/s

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
アユ

サクラマス
ウグイ

月

産卵
産卵

産卵

移動 移動
卵・稚仔魚卵・稚仔魚 遡上・移動

遡上・移動

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

アユ産卵

　　　　　　　　　　　　サクラマス遡上・産卵
ウグイ移動 ウグイ産卵

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ウグイ産卵
サクラマス
産卵

アユ産卵

アユの産卵場となっている瀬

必要水深
必要流速

必要流量の大きな魚

代表魚種の選定

瀬に産卵・生息する
魚及び回遊魚

評価基準の設定

ウグイ

サクラマス

河川における動植物の生息・生育のための河川に確保すべき水理
条件（水深・流速等）を満足し得る流量として期別に算出する

必要水理条件

代表的な瀬において
必要流量を検討

アユ

産卵場
の水深

産卵場
の流速

移動時
の水深

成魚の
大きさ

成魚の
体高

(cm) (cm/s) (cm) (cm) (cm)

アユ 30 60 15 30 5.5

サクラマス 30 20 30 60 13.9

ウグイ 30 30 15 30 6

種類

平均水深30cmのときの流量：Qｈ

平均水深
30cm

アユの産卵に必要な流量
＝ QｈとQｖのうち大きな値

平均流速60cm/sのときの流量：Qｖ

平均流速
60cm/s

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
アユ

サクラマス
ウグイ

月

産卵
産卵

産卵

移動 移動
卵・稚仔魚卵・稚仔魚 遡上・移動

遡上・移動

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

アユ産卵

　　　　　　　　　　　　サクラマス遡上・産卵
ウグイ移動 ウグイ産卵

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ウグイ産卵
サクラマス
産卵

アユ産卵

アユの産卵場となっている瀬

必要水深
必要流速

河川環境の把握

・河川流況
・河川への流入量
・河川からの取水量
・河道状況
・自然環境
・社会環境
・既往の渇水状況 等

項目別必要流量の検討

・動植物の生息地又は生育地
の状況

・漁業
・景観
・流水の清潔の保持
・舟運
・塩害の防止
・河口閉塞の防止
・河川管理施設の保護
・地下水位の維持 等

正常流量の設定

正常流量の設定

取水・還元、流入量等の設定

維持流量の設定

・河川区間毎に
検討した項目別必要流量を
比較してその最大値を設定

維持流量に河川からの取水・
還元、流入量等を考慮して、
維持流量を満たす流量を設定
する



項目別必要流量の検討

景観 流水の清潔の保持
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モンタージュ写真を用いたアンケート調査
から、半数の人が良好な景観であると許容
できる水面幅を、確保するために必要な流
量とする

選択肢の設定例
１．写真１程度なら許容できる
２．写真１と写真２の間程度なら許容できる
３．写真２程度なら許容できる
４．写真２と写真３の間程度なら許容できる
５．写真３程度なら許容できる
６．写真３と写真４の間程度なら許容できる
７．写真４程度なら許容できる

６．０m3/s

50%

流量
(m3/s)

累加回答割合
(景観上許容できると回答した者の累加割合)

(%)

河川の主要景観の維持・形成を図るために、河川が確保すべき水
理条件を満足し得る必要な流量として、景観からの必要流量を算定
する。算定にあたっては、各検討箇所のフォトモンタージュによる
アンケート調査に基く。

写真１

写真２

写真３

写真４

家庭排水、家畜排水等の将来汚濁負荷量を既存の下水道計画等を参考に推計し、
評価基準（環境基準値の２倍）を満足するために必要な流量を算定

①検討箇所の設定
既存の環境基準地点を水質評価地点とする場合が多い

②評価基準の設定
水質汚濁の一般的な指標であるＢＯＤを用いる場合が多い

③流出負荷量の算定
当該評価地点における汚濁源からの流出負荷量、上流評価地点からの流出
負荷量を算定する

④必要流量の設定
到達した負荷量を、評価基準が満足するまで希釈するために必要な流量を
算定する

水質評価地点
流出負荷量
(kg/日)
①＝Ｌ1

評価基準
（mg/ｌ）
②＝２×２

必要流量
（m3/ｓ）
①/②

○○川 ●●水質評価地点 550 4 1.6

水質環境基準

（Ａ類型）
▲▲水質評価地点の

流出負荷量Ｌ0
汚濁源の

流達負荷量ｌ0

水
路
・
支
川

▲▲水質評価地点●●水質評価地点

●●水質評価地点の
流出負荷量Ｌ1

汚濁源

・家庭排水・工場排水

・家畜排水・自然排水 等

６００
１００５５０

水質環境基準

（Ａ類型）
▲▲水質評価地点の

流出負荷量Ｌ0
汚濁源の

流達負荷量ｌ0

水
路
・
支
川

▲▲水質評価地点●●水質評価地点

●●水質評価地点の
流出負荷量Ｌ1

汚濁源

・家庭排水・工場排水

・家畜排水・自然排水 等

６００
１００５５０



維持流量の設定 取水・還元、流入量の設定

検討した各項目の必要流量(●△等）について、河川の各区間ごと
に満足する流量（最大値）を期別に算出。その流量を、各区間の
維持流量として設定

維持流量の設定方法 凡例（各項目の必要流量検討結果）
● 動植物の生息地又は生育地の状況
△ 景観
□ 流水の清潔の保持

区間Ｂ 区間Ｃ

5.0（区間Ｂの維持流量）

流
量

3.0（区間Ｄの
維持流量）1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

4.0（区間Ｃの維持流量）

区間Ｄ

2.0（区間Ａの
維持流量）

区間Ａ

2.0（区間
Ｅの維持
流量）

区間Ｅ

【下流】 【上流】

維持流量の設定方法 凡例（各項目の必要流量検討結果）
● 動植物の生息地又は生育地の状況
△ 景観
□ 流水の清潔の保持

区間Ｂ 区間Ｃ

5.0（区間Ｂの維持流量）

流
量

3.0（区間Ｄの
維持流量）1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

4.0（区間Ｃの維持流量）

区間Ｄ

2.0（区間Ａの
維持流量）

区間Ａ

2.0（区間
Ｅの維持
流量）

区間Ｅ

【下流】 【上流】

取水・還元、流入量等の設定

○取水量、還元量を設定
○支川等からの流入量を設定

河川からの取水量、河川への流入量を算出して設定
【取水量】
・水利使用量（水利権量）
【流入量】
・水利使用後の還元量
・支川からの流入量 等

○○川 ◎ ◎◎

◎：代表地点

Ａ
川

○○m3/s

○○m3/s

○
○
用
水

○○m3/s

Ｂ
川

○○m3/s

Ｄ
川

Ｃ
川

○○m3/s

○
○
用
水

○○m3/s

還
元

○
○
用
水

○○m3/s

○
○
上
水

○○m3/s

○
○
用
水

○○m3/s還
元

Ｅ
川

○○m3/s

○
○
工
水

○○m3/s

還
元

正常流量の設定
取水量、還元量、支川流入量等を考慮した河川の流量（青線）が、
全ての区間において維持流量（緑色）又はそれ以上になる場合の、
基準地点での流量が正常流量となる

正常流量の設定方法

（下流） （上流）

区間Ｂ 区間Ｃ

5.0
（区間Ｂの
維持流量）

流

量

3.0（区間Ｄの
維持流量）

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

4.0
（区間Ｃの
維持流量）

区間Ｄ

2.0（区間Ａの
維持流量）

区間Ａ

2.0 （区間Ｅの

区間Ｅ

7.0
取
水

1.0

取
水

支
川
流
入還

元

取
水

正常流量
5.0 +1.0 = 6.0

支
川
流
入

取
水

支
川
流
入

基準地点

水利量等

還
元

維持流量）


